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一
、
学
徒
の
品
性
を
陶
冶
し

　
　

真
の
国
民
と
し
て
の

　
　

教
養
を
啓
培
す
る

一
、
宇
宙
の
真
理
を
探
求
し

　
　

こ
れ
を
実
生
活
に
応
用
し
て

　
　

社
会
に
貢
献
す
る

一
、
人
類
至
高
の
精
神
、
自
由
平
和
信
愛
を

　
　

基
調
と
し
て
世
界
に
雄
飛
す
る

　
　

人
材
を
育
成
す
る

建
学
の
綱
領

キャンパスアプローチ（福工大前駅通学路）
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会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
常
日
頃
、

学
生
へ
の
経
済
的
支
援
な
ど
ご
尽
力
賜
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
影
響
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
学
は
徹
底
し
た
感

染
防
止
策
を
講
じ
て
対
面
授
業
を
主
流
と
し
て
お
り
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
好
評
で
す
。

15
年
連
続
の
入
試
志
願
者
増
の
達
成
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
昨
年
度
は
こ
れ

ま
で
で
2
番
目
と
な
る
１
１
、
３
４
５
名
の
方
々
か
ら
志
願
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

実
就
職
率
も
6
年
連
続
で
95
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
偏
に
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援

の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
学
事
業
団
の
調
査
に
拠
り
ま
す
と
、
令
和
３
年
度
の
私
立
大
学
へ
の
志
願

者
、
受
験
者
は
前
年
度
と
比
較
し
減
少
し
た
も
の
の
、
合
格
者
、
入
学
定
員
に
つ
い
て
は
前

年
度
と
比
較
し
、
い
ず
れ
も
増
加
し
て
合
格
者
数
は
前
年
度
比
6
．6
％
の
増
加
だ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
結
果
、
定
員
未
充
足
大
学
は
4
6
．4
％
に
、
未
充
足
短
期
大
学
は
8
3
．

6
％
に
達
し
、
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
少
子
化
が
顕
著
で
、
大
学
及

び
短
期
大
学
の
全
入
時
代
に
突
入
し
た
こ
と
が
一
段
と
明
白
と
な
り
、
今
後
さ
ら
な
る
淘
汰

が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
3
年
3
月
に
新
し
い
理
事
長
の
も
と
で
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
理
事
長
の
時

代
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
学
園
と
な
る
よ
う
に
、
教
職
協
働
で
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
私
学
の
神
髄
は
建
学
の
理
念
（
綱
領
）
の
実
践
と
自
主
独
立
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

に
は
学
園
と
同
窓
会
と
の
強
い
絆
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
何
卒
よ
ろ
し
く
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
末
尾
な
が
ら
、
会
員
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
雄
飛
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
報
誌
「
雄
飛
」
は
、
発
刊
か
ら
25
年
目
と
な
る
今
回
か
ら

紙
面
発
行
に
変
え
て
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
が
進
展
す
る
中
、
雄
飛
会
と
し

て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
強
化
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
現
役
で
活
躍
中
の
皆
様
・

リ
タ
イ
ア
し
て
第
二
の
人
生
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
夫
々
に
大

変
な
自
粛
生
活
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
と
按
じ
ま
す
。
特
に
高
齢

の
方
に
は
生
涯
現
役
を
目
指
し
た
活
動
が
制
限
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
拝
察
し
ま
す
。

同
窓
会
本
部
の
現
況
に
つ
い
て

①
令
和
３
年
６
月
の
定
時
社
員
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

　

対
策
で
書
面
決
議
と
な
り
、
令
和
２
年
度
活
動
報
告
・
決
算

　

と
監
査
報
告
、次
年
度
の
活
動
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）

　

等
、
す
べ
て
の
議
案
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
に
同
窓
会
会
費
の
納
入
に
関
す
る
規
定
改
正
の
必
要
が

　

生
じ
た
た
め
臨
時
社
員
総
会
（
前
回
同
様
書
面
決
議
）
を

　

開
き
、
定
款
の
会
費
条
項
の
改
正
等
、
す
べ
て
の
議
案
が
決

　

議
さ
れ
ま
し
た
。

②
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
「
交
流
会
」
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

　

２
年
続
け
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
６
月
に
広

　

島
市
に
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

③
F
I
T 

M
U
S
E
U
M
は
館
長
・
学
術
顧
問
の
秀
﨑
先
生

　

の
指
導
の
も
と
展
示
品
の
動
作
点
検
等
を
推
進
し
な
が
ら
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
一
般
公
開
を
待
っ
て
い

　

る
と
こ
ろ
で
す
。

④
雄
飛
会
は
平
成
22
年
に
法
人
化
し
て
10
年
が
経
過
、
当
初
作

　

成
さ
れ
た
定
款
や
各
種
規
定
等
に
つ
い
て
現
況
と
の
整
合
性

　

を
点
検
し
、
来
年
の
総
会
に
諮
る
た
め
の
見
直
し
作
業
を 

　

行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
雄
飛
会
の
会
費
徴
収
に
つ
い
て
、
大
学
の
協
力
に
よ
り
令
和 

　

４
年
度
以
降
の
入
学
生
は
、
入
学
時
に
収
め
る
学
納
金
に
会

　

費
相
当
分
を
含
め
た
額
を
納
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

　

の
結
果
、
雄
飛
会
の
会
費
は
１
０
０
％
徴
収
と
な
り
、
関
連

　

業
務
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
事
務
局
に
会

　

費
徴
収
業
務
を
代
行
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

母
校
の
直
近
の
状
況
に
つ
い
て

①
令
和
３
年
３
月
に
、
大
谷
忠
彦
氏
（
前
常
務
理
事
）
が
理
事

　

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
務
理
事
に
山
下
剛
氏
（
前
事
務
局
長
）
が
就
任
さ

　

れ
ま
し
た
。

②
私
立
大
学
の
約
４
割
が
入
学
定
員
を
確
保
で
き
て
い
な
い
中
、

　

我
が
母
校
は
全
て
の
学
部
で
継
続
し
て
安
定
的
に
定
員
を
確

　

保
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
の
偏
差
値
も
年
々
上
昇
し

　

て
い
ま
す
。

③
２
０
２
０
年
度
の
大
学
就
職
内
定
率
は
９
９
．
７
％
で
実
就

　

職
率
は
９
５
．
７
％
、
そ
の
内
７
１
．
４
％
以
上
が
上
場

　

企
業
・
大
手
中
堅
企
業
へ
就
職
し
て
い
ま
す
。

④
母
校
は
、
外
部
の
格
付
会
社
（
R
＆
I
、
J
C
R
）
に
よ
り
、

　

学
校
運
営
全
般
、
経
営
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
財
政
全
般
の
項
目

　

に
お
い
て
、
高
い
評
価
（
R
＆
I
：
A
+
、
J
C
R
：
A
A
－
）

　

を
得
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
よ
う
に
母
校
は
、
学
外
評
価
も
年
々
上
が
り
素
晴
ら

　

し
い
発
展
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
雄
飛
会
が
「
皆
様
の
拠
り
所
＝
有
為
な
情
報
交
換

所
」
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
支
部
活
動
等
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
会
長
挨
拶

福
岡
工
業
大
学

福
岡
工
業
大
学
短
期
大
学
部

学
長
挨
拶

会
長　

小
栁 

辰
生

下
村　

輝
夫

学
長

  

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
学

生
へ
の
経
済
的
支
援
な
ど
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
３
年
１
月
の
理
事
会
に
お
い
て
４
月
か
ら
の
次
期
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
後
、

２
月
23
日
、
鵜
木
洋
二
前
理
事
長
の
思
い
も
か
け
な
い
急
逝
に
伴
い
、
３
月
１
日
か
ら
理
事
長

の
職
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
大
谷
忠
彦
と
申
し
ま
す
。
同
窓
会
会
報
の
発
刊
に
際
し
、
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
ず
初
め
に
、
鵜
木
洋
二
前
理
事
長
に
は
、
在
任
の
23
年
余
の
間
、
８
次
に
わ
た
る
中
期
経
営

計
画
を
軸
に
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
、
私
学
経
営
者
と
し
て
数
々
の
業
績
を
残
さ
れ
、

本
学
の
み
な
ら
ず
教
育
業
界
の
発
展
に
多
大
な
ご
貢
献
を
な
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
経
営
理
念
「
F
o
r 

a
l
l 

t
h
e 

s
t
u
d
e
n
t
s
」
、
行

動
規
範
「
J
u
s
t 

D
o 

I
t
！
」
を
私
も
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
今
後
と
も
学
園
の
永
続

的
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

18
歳
人
口
減
少
の
急
速
な
進
行
と
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
的
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
私
立
大
学

は
こ
れ
か
ら
も
逆
風
に
耐
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
、
Ａ
Ａ
－
を
頂
い
た
格
付
け
会

社
か
ら
、
本
学
の
最
大
の
強
み
は
組
織
力
で
あ
る
、
と
の
ご
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
職
協

働
で
組
織
一
丸
と
な
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
中
期
経
営
計
画
（
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
、
ア
ク
シ

ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
推
進
に
よ
り
、
混
沌
と
し
た
時
代
を
強
く
し
な
や
か
に
生
き
抜
く
た

め
の
「
柔
軟
性
」
と
「
強
靱
さ
」
を
備
え
た
組
織
力
を
有
し
て
い
る
と
の
内
容
で
し
た
。
こ
の

組
織
風
土
の
醸
成
を
怠
る
こ
と
な
く
、
未
来
に
向
か
っ
て
学
園
経
営
の
進
化
に
い
っ
そ
う
磨
き

を
か
け
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

学
校
法
人　

福
岡
工
業
大
学

理
事
長
挨
拶

大
谷　

忠
彦

理
事
長

（
昭
和
45
年
電
子
工
学
科
卒
）

※開催が決定しましたら、例年通り4月下旬～5月上旬に「同窓会交流会のご案内」を
送付いたします。
　なお、開催中止または延期の場合は、同窓会ホームページ上にてご案内いたします。
郵送等の個別の連絡は行わない予定ですので、予めご了承ください。

福岡工業大学同窓会（一般社団法人雄飛会）
交流会　開催予定のお知らせ予告

「令和4年６月18日（土）１２時～」
に開催する予定となりました。

新型コロナウイルス感染症の影響により2年連続して延期になっておりました、
同窓会交流会（広島県広島市 広島ガーデンパレス）を



http:/ /www.fit .ac. jp/dousoukai/ http:/ /www.fit .ac. jp/dousoukai/

令和3年12月24日発行 令和3年12月24日発行一般社団法人 雄飛会（福岡工業大学同窓会）会報5 一般社団法人 雄飛会（福岡工業大学同窓会）会報 4

「
雄
飛
会
」
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
思
い
が
け
な
く
同
窓
会
誌「
雄
飛
」
へ
の
寄
稿
の
機

会
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

工
学
部
・
元
電
子
機
械
工
学
科
に
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
て
以

来
、
2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）
3
月
退
職
ま
で
39
年
間
務
め

さ
せ
て
頂
き
、
退
職
後
も
1
年
間
非
常
勤
講
師
も
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
4
年
間
市
内
の
大
学
工
学
部
・
機
械
工
学
科
お
よ

び
看
護
専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
を
勤
め
、
後
者
は
現
在
も
引

き
続
き
講
義
を
担
当
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

研
究
活
動
の
方
は
ほ
と
ん
ど
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
米
国
電

気
電
子
学
会（
I
E
E
E
）
の
九
州
・
中
国
地
区
ブ
ラ
ン
チ
で

企
画
さ
れ
る「
磁
気
工
学
」
関
連
の
講
演
会
に
は
た
ま
に
リ
モ
ー

ト
で
参
加
し
、
旧
交
を
温
め
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
9
月
初
旬
、
大
学
時
代
の
登
山
好
き
の
友
人
の
サ

ポ
ー
ト
で
念
願
の
富
士
山
登
山
に
挑
戦
し
、
剣
が
峰
か
ら
絶
景

を
眺
め
る
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
発
生
す
る
前
で
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
こ
の
挑
戦

に
備
え
て
行
っ
た
下
準
備
は
、
前
年
に
富
士
山
五
合
目
か
ら
六

合
目
ま
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
脚
慣
ら
し
を
兼
ね
て
現
地
視

察
、
郷
里
大
分
県
国
東
半
島
の「
六
郷
満
山
開
山
1
3
0
0
年

記
念
」
の
2
日
間
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
、
同
半
島
の
最
高
峰
で

標
高
7
2
0.
6[

m]

の
両
子
山
に
高
校
生
時
代
以
来
の
ひ
さ

し
ぶ
り
の
登
山
で
し
た
。

最
後
に
成
り
ま
し
た
が
、
福
岡
工
業
大
学
並
び
に
雄
飛
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

松
原
　
和
宣

元
知
能
機
械
工
学
科
　
准
教
授

活
躍
す
る
O
B
・
O
G

活
躍
す
る
O
B
・
O
G

岩
尾 

紘
一

（
昭
和
43
年
電
子
工
学
科
卒
）

「
電
子
医
学
部
」設
立
準
備
推
進
協
議
会
一
同
代
表

前
略

　

在
校
生（
徒
）・
同
窓
会
・
教
職
員
の
皆
々
様
、
お
元
気
で
し
ょ

う
か
？
！
コ
ロ
ナ
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。同
窓
会
事
務
局
よ
り

近
況
報
告
の
寄
稿
依
頼
を
賜
り
敬
意
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寄
稿
依
頼
に
誠
意
を
持
っ
て
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
母
校
と
小
生

の
今
日
に
至
る
、経
過
、経
緯
に
関
す
る
報
告
と
今
日
的
近
況
報
告

す
べ
き
で
あ
る
と
自
問
自
答
す
べ
し
と
決
意
し
、
ペ
ン
を
走
ら
せ

て
お
り
ま
す
。従
っ
て
課
題
に
基
づ
き
下
記
に
記
述
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
騒
動
が
世
界
中
に
発
生
し
て
以
来
、
医
療
崩
壊
が
教
育

破
壊
へ
と
推
移
し
て
は
桑
原
玉
市
先
生（
本
学
創
立
者
）の
建
学
の

綱
領
に
反
す
る
と
思
慮
し
て
い
る
弱
輩
者
で
有
る
事
を
御
容
赦

下
さ
い
。

草
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

①
小
学
校
…
安
岐
小
学
校
、
枝
光
小
学
校
、
則
松
小
学
校
、
黒
崎
小

学
校
へ
と
父
の
転
勤
で
４
校
を
転
々
と
し
、友
達
が
出
来
ず
、黒
崎

小
学
校
で
の
１
年
間
の
担
任
小
川
文
彦
先
生
は
、
遠
賀
郡
か
ら
通

勤
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。当
時
は
食
糧
難
で
し
た
が
、小
川
先
生
に

は
ク
ラ
ス
全
生
徒
へ
遠
賀
米
を
毎
週
月
曜
に
配
っ
て
頂
き
感
謝

の
気
持
は
一
生
変
わ
ら
な
い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
と
同
時
に
、

義
務
教
育
の「
意
義
」と
重
要
性
と
人
権
尊
重
の
理
念
は
桑
原
玉
市

先
生
が
常
時
語
っ
て
い
た
事
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
お
り
ま
し
た
。

②
折
尾
中
学
校
…
中
学
時
代
の
３
年
間
は「
夢
と
希
望
」で
楽
し
い

毎
日
で
し
た
。国
民
ラ
ジ
オ
が
全
家
庭
に
普
及
し
て
お
り
ま
し
た

が
、受
信
感
度
が
悪
く
、ホ
ワ
イ
ト
ノ
イ
ズ
の
強
弱
は
耳
ざ
わ
り
で

し
た
。そ
の
原
因
を
探
究
す
る
目
的
で
１
年
の
夏
休
み
に
理
科
自

由
出
題
に
硬
石
ラ
ジ
オ
を
作
り「
レ
シ
バ
ー
ラ
ジ
オ
」を
製
作
し
ま

し
た
。そ
れ
が
文
部
大
臣
賞
に
選
ば
れ
母
が
喜
ん
で
い
た
笑
顔
は

記
憶
に
鮮
明
で
す
。ク
ラ
ブ
活
動
は
野
球
部
、放
送
部
、バ
レ
ー
部
、

陸
上
部
、理
科
部
と
５
足
の
草
鞋
で
身
に
着
か
ず
、高
等
学
校
へ
の

進
学
は
東
筑
を
ト
ラ
イ
す
る
予
定
で
駄
目
の
時
は
集
団
就
職
と

決
め
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、進
路
指
導
と
担
任
の
先
生
が
、福
岡

電
波
高
等
学
校
へ
推
選
さ
れ
合
格
し
ま
し
た
。入
学
式
は
桑
原
校

長
の
祝
辞
に
始
ま
り
、「
３
つ
の
誓
い
」と「
建
学
の
綱
領
」に
は
感

動
し
人
生
の
糧
と
成
り
今
日
に
至
り
、
桑
原
玉
市
先
生
へ
の
感
謝

と
敬
意
は
永
遠
で
す
。折
尾
か
ら
西
戸
崎
へ
の
通
学
は
苦
難
で
学

生
寮（
紫
雲
寮
）で
の
生
活
は
モ
ラ
ル
と
ル
ー
ル
並
び
に「
勉
学
」は

充
実
し
て
ア
ッ
と
い
う
間
の
３
年
間
で
し
た
。特
待
生
で
有
っ
た

事
か
ら
校
長
推
選
で
東
洋
精
機
研
究
所
（
現
・
株
式
会
社
東
洋
精

機
製
作
所
）に
入
社
し
ま
し
た
。社
訓
が「
斗
魂
」で
社
員
一
丸
と
成

っ
て
先
進
技
術
の
探
究
で
寝
る
間
を
お
し
ん
で
の
研
究
生
活
が

楽
し
い
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。小
生
の
研
究
課
題
は「
60
兆

の
細
胞
免
疫
力
と
電
子
工
学
の
相
関
性
」
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

③
後
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
へ
と
推
移
す
る
中
で
大
卒
者
が
中

心
の
研
究
所
で
、夜
間
大
学
を
志
し
ま
し
た
が
、入
社
２
年
目
に
電

子
工
業
大
学
を
受
験
し
、
合
格
と
同
時
に
辞
表
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
国
内
留
学
生
と
し
て
の
学
生
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
仕
事
と
学

生
の
本
分
の
両
立
は
大
変
で
し
た
。大
学
は
国
立
大
学
と
同
等
の

理
念
で
運
営
さ
れ
安
全
保
障
問
題
は
全
国
的
に
社
会
問
題
と
し

て
大
き
く
揺
れ
動
き
ま
し
た
が
母
校
は
学
生
の
本
分
を
教
職
員
、

学
生
生
徒
、
父
母
会（
当
時
は
P
T
A
）が
一
丸
と
成
り
日
本
の
未

来
へ
の
希
望
と
勇
気
で
安
心
安
全
、更
に
充
実
し
た
生
活
で
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
同
好
会
と
研
究
会
で
学
生
自
治
会
が
中
心
に
、
建

学
の
精
神（
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
の
旗
の
下
）に
一
致
団
結
し
地
域
密
着

型（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
）の
学
園
で
勇
気
と
誇
り
を
持
っ
て
無
事
卒
業

で
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。ク
ラ
ブ
活
動
は
社
会
科
学
と
自
然
科

学
に
分
類
さ
れ
、学
生
が
主
体
に
大
学
の「
自
治
」を
守
る
事
を「
桑

原
魂
」の「
礎
」と
し
て
錬
磨
し
合
っ
た
有
意
義
な
中
で
、小
生
は
自

治
活
動
の
充
実
を
目
的
に
新
聞
同
好
会
を
創
設
し
、
ガ
リ
版
印
刷

を
ト
ッ
版
印
刷
に
す
る
時
、
地
域
の
商
工
会
へ
広
告
依
頼
を
す
る

事
で
、
印
刷
費
用
を
捻
出
し
取
材
協
力
の
中
心
は
写
真
同
好
会
と

放
送
同
好
会
が
印
象
的
で
記
者
は
自
由
に
投
稿
が
有
り
、
編
集
会

議
を
教
授
会
と
行
い
発
刊
し
て
お
り
ま
し
た
。学
校
法
人
の
新
聞

会
で
、福
岡
女
子
大
学
と
福
岡
大
学
、西
南
大
学
と
交
流
会
は
盛
ん

で
、特
に
福
岡
女
子
大
学
と
は
、近
く
大
学
祭（
立
花
祭
）や
創
立
記

念
日
等
は
合
同
コ
ン
パ
や
市
民
会
館
で
研
究
発
表
や
音
楽
祭
を

実
施
し
て
九
州
の
み
な
ら
ず
東
京
事
務
局
で
は
大
手
企
業
商
社

に
協
力
す
る
等
知
名
度
は
最
高
で
し
た
。小
生
は
超
音
波
工
学
に

興
味
が
有
り
渡
辺
正
巨
研
究
室
を
継
承
し
卒
業
と
同
時
に
卒
論

担
当
助
教
授
を
担
当
し
超
音
波
ボ
ン
ダ
―
を
成
功
さ
せ
、
桑
原
学

長
に
喜
ば
れ
た
事
は
意
味
深
い
も
の
で
し
た
。自
動
車
同
好
会
は

電
気
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
を
成
功
し
た
と
聞
か
さ
れ
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
母
校
の
伝
統
文
化
は
永
遠
だ
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

④
桑
原
玉
市
先
生
の
理
念
は「
人
材
育
成
」と
し
て
世
界
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
有
り
、
社
会
に
貢
献
す
る「
人
材
の
育
成
」す
る
理
念

は
小
生
に
取
っ
て
バ
イ
ブ
ル
に
相
等
し
て
お
り
ま
す
。

　

在
学
の
７
年
間
で
特
筆
で
き
る
事
は
「
岩
尾
君
は
電
子
カ
ル
テ

の
特
許
だ
け
は
取
得
す
べ
し
！
」
と
理
事
長
室
で
言
わ
れ
た
の
が

「
遺
言
」に
成
り
、恩
返
す
る
方
法
が
実
現
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
「
学
園
は
卒
業
生
の
物
で
有
る
か
ら
卒
業
生
の
卒
業
生

に
よ
る
卒
業
生
の
た
め
に
成
る
母
校
と
し
て
大
切
に
し
て
下
さ

い
。」
は
耳
か
ら
離
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
騒
動

は
地
球
環
境
の
必
然
的
現
象
が
証
明
し
て
い
る
と
断
言
で
き
ま

す
。医
療
崩
壊
は
教
育
破
壊
へ
転
移
し
な
い
様
に
地
球
は
人
類
の

人
類
の
為
の
地
球
で
有
る
事
か
ら
も
自
然
環
境
は
人
類
が
一
丸

と
成
っ
て
守
る
義
務
と
権
利
が
有
り
ま
す
。新
日
本
誕
生
１
０
０

年
計
の
区
切
り
と
し
て
地
球
が
酸
素
欠
乏
に
推
移
し
続
け
る
原

因
を
明
確
に
し
全
人
類
一
丸
と
成
っ
て
全
力
投
球
で
粘
り
強
く

頑
張
り
、
卒
業
生
を
中
心
に
建
学
の
綱
領
に
お
答
え
致
し
た
く

皆
々
様
の
御
支
援
御
鞭
撻
叱
咤
激
励
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

⑤
む
す
び
…
77
才
の
高
齢
者
と
し
て
桑
原
玉
市
先
生
へ
恩
返
し

で
き
る
事
は
医
療
福
祉
文
教
を
産
学
官
民
一
体
と
成
り
コ
ロ
ナ

の
原
因
を
解
明
す
る
目
的
で
、
桑
原
学
園
で
学
ん
だ
集
約
体
制
で

頑
張
る
決
意
で
す
。近
況
は
医
療
機
器
と
治
療
方
法
の
安
心
安
全

の
為
に
細
胞
活
性
化
と
免
疫
医
学
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。究
極
的
に
は
60
兆
個
・
細
胞
の
血
中
酸
素
濃
度
と
生
態
工

学
の
科
学
的
論
証
に
苦
慮
し
て
お
り
皆
々
様
の
御
支
援
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。末
文
な
が
ら
母
校
の
発
展
と
充
実
並

び
に
卒
業
生
、
在
学
生
、
生
徒
、
教
職
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

以
上

　

福
岡
工
業
大
学
電
子
工
学
科
を
卒
業
し
て
40
年
近
く
の
月

日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
会
報
雄
飛
の
活
躍
す

る
O
B
と
し
て
執
筆
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
の
と
き
は

冗
談
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
原
稿
依
頼
書
が
来
た
時

に
初
め
て
認
識
し
た
次
第
で
す
。
学
生
当
時
、
私
は
ま
っ
た

く
授
業
に
は
出
席
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
3
年
の
時

に
教
務
課
か
ら
呼
ば
れ
て
確
実
に
留
年
で
す
と
通
告
さ
れ
ま

し
た
。
実
験
な
ど
も
出
席
し
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
当
然
で

す
。
そ
の
時
は
中
退
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
達
か
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
み
た
ら
と
励
ま
さ

れ
、
な
ん
と
か
踏
ん
張
っ
て
最
低
ラ
イ
ン
の
単
位
を
取
得
し

て
卒
業
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
、
現
在
ま
で
多
種
多
様
な
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。
あ
る
時
は
電
気
設
計
者
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
含

む
）
、
あ
る
時
は
中
規
模
の
商
社
の
営
業
、
総
務
、
経
理
等

…
　

現
在
は
名
村
造
船
所
の
下
請
業
者
（
溶
接
・
足
場
・
塗

装
）
の
事
業
所
所
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
思
う
の
は
専
門

業
種
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
は
な
れ
な
か
っ
た
後
悔
も

あ
り
ま
す
が
何
で
も
こ
な
せ
る
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
と
い
う
こ

と
で
仕
事
を
選
択
す
る
と
き
に
は
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
理
系
の
頭
脳
で
文
系

の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
文
系
頭

脳
で
は
出
来
な
い
発
想
が
出
た
時
、
喜
び
を
感
じ
た
事
を
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
て
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
川
内
　
正
嗣

（
昭
和
58
年
電
子
工
学
科
卒
）

吉
本
工
業
株
式
会
社

伊
万
里
事
業
所
　
所
長

あの先生は 今

　

と
う
と
う
80
歳
に
な
っ
た
。
緑
内
障
に
な
り
白
内
障
の
手

術
に
失
敗
し
て
教
卓
の
ノ
ー
ト
の
字
が
見
ず
ら
く
な
っ
た
の

で
65
歳
で
早
期
退
職
し
た
。
こ
の
先
何
を
す
る
か
、
妻
と
相

談
し
ヨ
ッ
ト
を
買
っ
た
。
一
人
で
乗
れ
る
大
き
さ
の
ヨ
ッ
ト

は
30
フ
ィ
ー
ト(

9
m)

程
度
が
適
当
だ
と
昔
読
ん
だ
本
に
書
い

て
あ
っ
た
。
中
古
艇
を
探
す
と
オ
カ
ザ
キ
30
が
目
に
つ
い

た
。
岡
崎
造
船
所
は
小
豆
島
に
あ
る
古
い
造
船
所
だ
。
6
月

下
旬
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
友
達
と
取
り
に
行
っ
た
。
瀬
戸
内
海
は
島
が
沢
山
で

ど
こ
を
通
れ
ば
？
、
G
P
S
を
頼
り
に
小
豆
島
、
仁
尾
、
北

条
，
新
門
司
、
小
戸
と
約
5
0
0
㎞
の
行
程
だ
っ
た
。 

瀬
戸

内
海
と
玄
界
灘
を
比
べ
る
と
玄
界
は
荒
々
し
い
。
小
型
ヨ
ッ

ト
の
場
合
1
日
の
行
程
は
60
㎞
、
朝
早
く
出
港
し
て
3
時
ま

で
に
港
に
入
り
係
留
す
る
。
私
の
場
合
夜
は
走
ら
な
い
こ
と

に
し
て
い
る
。
昼
は
マ
リ
ー
ナ
の
ヨ
ッ
ト
で
お
茶
を
飲
み
、

週
に
一
度
帆
走
で
玄
界
島
を
回
っ
て
帰
る
。
一
泊
す
る
な
ら

ば
筑
前
大
島
や
小
呂
島
さ
ら
に
遠
く
は
平
戸
、
壱
岐
，
対

馬
，
野
母
、
五
島
さ
ら
に
日
本
海
側
は
室
津
下
、
角
島
、
仙

崎
、
見
島
と
遊
ん
で
い
る
。
フ
ィ
シ
ャ
リ
ー
ナ
室
津
下
で
係

留
し
た
際
に
係
り
の
人
に
昔
ヨ
ッ
ト
を
い
っ
し
ょ
に
作
っ
た

卒
業
生
を
た
ず
ね
る
と
電
話
を
し
て
く
れ
た
。
30
年
ぶ
り
の

再
会
だ
。
川
棚
温
泉
ま
で
送
り
迎
え
し
て
も
ら
い
夕
食
の
差

し
入
れ
ま
で
し
て
く
れ
た
。
近
年
高
齢
者
の
自
動
車
事
故
が

多
発
し
て
い
る
の
で
妻
や
娘
に
免
許
を
返
納
す
る
よ
う
に
説

得
さ
れ
、
抵
抗
し
た
が
令
和
2
年
7
月
返
納
し
た
。
ヨ
ッ
ト

に
行
く
回
数
が
少
な
く
な
っ
た
。
腕
力
が
落
ち
て
帰
港
し
て

係
留
す
る
際
周
り
の
仲
間
に
手
伝
て
も
ら
う
。
コ
ロ
ナ
が
無

け
れ
ば
五
島
や
対
馬
に
行
く
予
定
だ
っ
た
。
小
型
船
舶
免
許

は
後
一
、
二
年
維
持
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

高
山
　
紘
一

早
期
退
職
後 （

昭
和
41
年
電
子
工
学
科
卒
）

理
念
と
伝
統
文
化
を
継
承
し
、３
M
・
３
R
・
M
E
：
D
r
で
、

自
主
、自
立
し
、地
球
環
境
を
守
り
社
会
に
貢
献
す
る
。

母
校
の
創
立
者

企
業
の
創
業
者

元
電
気
工
学
科
　
助
教
授
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今
年
の
立
花
祭
は
例
年
通
り
の
規
模
で
は
な
く
、
学
内
関
係

者
の
み
で
感
染
対
策
を
徹
底
し
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
実
施
を

し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開
催

を
断
念
し
ま
し
た
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
活
動
を
行

え
て
い
な
い
学
生
の
た
め
に
立
花
祭
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
活

動
と
そ
の
発
表
の
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
実
施
を
決

意
し
ま
し
た
。

　
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
の
実
施
は
初
め
て
の
試
み
で
戸
惑
う

こ
と
や
、
行
き
詰
ま
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
役
員
一

同
助
け
合
っ
て
意
見
を
出
し
合
い
、
学
生
課
や
管
財
課
の
方
と

何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
無
事
に
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日
は
大
き
な
事
故
も
な
く
、
た
く
さ
ん
の
人
に

楽
し
か
っ
た
と
の
お
声
を
い
た
だ
け
て
大
変
で
し
た
が
実
施
し

て
よ
か
っ
た
な
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
役
員
た
ち
も
立
花
祭

を
自
分
た
ち
で
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
達
成
感
を
感
じ

て
お
り
、
終
わ
っ
た
後
は
み
ん
な
で
、〝
お
疲
れ
様
！
〞、〝
楽

し
か
っ
た
ね
！
〞
と
無
事
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　
目
玉
企
画
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
初
の
試

み
で
し
た
が
、
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
近
隣
住
民
の
方
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
日
常
に
非
日
常
を
提
供
す
る

と
い
う
形
で
地
域
貢
献
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
で
す
が
、
立
花
祭
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

学
生
自
治
会
は
学
生
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
、
活
動

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
中
で
記
憶
に
起
こ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

よ
う
と
思
い
竹
灯
籠
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。

F
I
Tｰ

女
子
会
メ
ン
バ
ー
は
9
人
と
少
な
く
、
目
標
の

5
0
0
個
の
竹
灯
籠
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
、
展
示
当
日
見
に
来

て
く
れ
る
人
は
い
る
の
か
な
ど
多
く
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
夏

休
み
前
か
ら
企
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
竹
は
地
域
の
助
け
を

か
り
、
何
十
本
も
の
竹
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
が
始
ま
り
、
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
て
い
た
留
学
生

や
F
I
Tｰ

I
C
E
、
メ
ー
ル
や
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
学
生
な
ど

多
く
の
学
生
が
竹
灯
籠
作
製
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
約
1
か

月
間
と
い
う
短
い
期
間
で
約
5
5
0
個
の
竹
灯
籠
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
2
、
3
日
の
立
花
祭

に
約
5
5
0
個
の
竹
灯
籠
と
短
大
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
、
自
治
会
の
協
力
の
お
か
げ
で
ア
プ
ロ
ー
チ
に
幻
想
的

な
空
間
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
竹
灯
籠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
立
花
祭
を
見
に
来
て
く

れ
た
人
た
ち
か
ら
は「
き
れ
い
」、「
す
ご
い
」
な
ど
声
が
聞
こ
え
、

学
生
、
地
域
の
人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
回
は
L
E
D
ラ
イ
ト
を
入
れ
た
竹
灯
籠
を
作
製
し
た

が
、
次
回
は
福
岡
工
業
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
竹
灯

籠
を
展
示
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
中
で
F
I
Tｰ

女
子
会
の
メ
ン
バ
ー
の

活
動
率
や
イ
ベ
ン
ト
の
学
生
の
参
加
率
が
低
く
、
F
I
Tｰ

女

子
会
の
認
知
度
が
低
か
っ
た
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
、
F
I
Tｰ

女
子
会
メ
ン
バ
ー
の
活
動
率
、
イ
ベ
ン
ト
の

学
生
の
参
加
率
も
上
が
り
、
F
I
Tｰ

女
子
会
を
学
校
全
体
に

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

令
和
3
年
　
11
月
4
日

学
生
自
治
会
会
長
　
井
手
綾
乃

F
I
T
女
子
会
会
長

電
気
工
学
科
3
年
　
大
塚
麻
由

実
施
報
告

F
I
T
女
子
会

プロジェクションマッ
ピング

メインステージ
VRお化け屋敷

VRお化け屋敷体験
短大ひろなか研究室で

作成した映像

お化け屋敷　壁づくり お化け屋敷準備 立花祭当日のお昼ご飯

立花祭前の全体会議 アリーナステージイベント（企画部署）話し合い アリーナステージイベントの練習

屋台部署の話し合い 立花祭当日の会議 買い出し 脱出ゲームメンバー

脱出ゲーム

お昼ご飯のおべんとう

なかよしオフショット

外企画部署責任者

準備中
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後
期
授
業
も「
原
則
対
面
」で
ス
タ
ー
ト
　
8
割
超
の
学
生
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見
通
し

学
生
の
学
び
の
機
会
と
教
育
の
質

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
ま
す

感
染「
拡
大
」リ
ス
ク
を
最
小
限
に

着
席
追
跡
シ
ス
テ
ム
を
導
入

感
染
拡
大
防
止
を
徹
底

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
可
能
に

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
プ
ロ
ー
チ（
福
工
大
前
駅
通
学
路
）が
完
工
！

本
学
は
学
生
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
、実
際
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、今
年
度「
対
面
授
業
」を
基
本
と

し
て
学
生
の
学
び
の
機
会
と
質
を
守
る
対
策
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。後
期
も
授
業
を「
原
則
対
面
」で
行
っ
て
い
ま
す
。

9
月
27
日
ま
で
に
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
を
行
い
、学
生

1
5
0
0
人
超
が
学
内
で
の
接
種
を
終
え
ま
し
た
。こ
れ
に
加

え
て
学
生
た
ち
が
自
治
体
な
ど
で
の
接
種
を
受
け
て
お
り
、学

内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、回
答
し
た
学
生
の
う
ち
、あ
わ
せ
て
8

割
以
上
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を「
終
え
た（
１
回
、２
回
）」「
近
い
う

ち
に
完
了
」「
こ
れ
か
ら
行
う
」と
し
て
い
ま
す
。

高
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
と
感
染
拡
大
防
止
策
の
徹
底
を
背
景

に
、本
学
で
は
学
生
の
学
び
の
質
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、学
生

の
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
実
現
し
ま
す
。

学
内
で
の
消
毒
の
徹
底
や
検
温
装
置
、換
気
フ
ァ
ン
の
導
入
、食

堂
や
談
話
ス
ペ
ー
ス
へ
の
ア
ク
リ
ル
間
仕
切
り
設
置
な
ど
の
ハ

ー
ド
対
策
を
細
か
く
行
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
対
策
に
加
え
、

I
C
T
設
備
の
拡
充
や
経
済
的
に
困
窮
し
た
学
生
の
救
済
措

置
な
ど
も
含
め
、約
１
億
４
千
万
円（
20
年
度
実
績
）の
コ
ロ
ナ

対
策
費
を
投
入
。リ
ス
ク
を
最
小
限
に
減
ら
す
努
力
を
継
続
し

つ
つ
、可
能
な
限
り
学
生
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
、友
人
と

交
流
し
て
自
己
研
鑽
を
積
む
学
び
の
機
会
を
守
っ
て
い
く
所
存

で
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
の「
拡
大
」リ
ス
ク
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
対

策
も
行
っ
て
い
ま
す
。感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
着
席
追
跡
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。学
生
た
ち
が
授
業
の
開
始
前
、各
教
室
に
掲
示

さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
込
み
、

専
用
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
机
に
貼
ら
れ
た
番
号
を
入
力
。番

号
を
基
に
、感
染
者
が
出
た
場
合
に
は
濃
厚
接
触
の
可
能
性
が

あ
る
学
生
を
把
握
し
、保
健
所
に
伝
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。リ
ス
ク
と
共
存
し
な
が
ら
、感
染
の
広
が
り
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
対
策
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

師
走
の
候
、同
窓
会
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
、日
頃
よ
り
本
学
へ
の
多
大
な
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
31
年
か
ら
５
ヶ
年
計
画
で「
城
東
高
校
施
設
・
設
備
整
備
計
画
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。令
和

2
年
8
月
に
城
東
高
校
1
号
館（
職
員
室
、ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）、令
和
2
年
12
月
に
城
東
高
校

体
育
館
、令
和
3
年
2
月
に
横
断
歩
道
橋（
城
東
高
校
1
号
館
と
城
東
高
校
体
育
館
を
繋
ぐ
上
空

連
絡
通
路
）が
完
工
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、旧
城
東
高
校
体
育
館
取
壊
し
に
際
し
、そ
こ
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

ま
た
、学
生
・
生
徒
・
教
職
員
・
地
域
の
方
々
の
寛
ぎ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
相
応
し
い
場
所
と
な
る

よ
う
、通
学
路
拡
幅
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・
植
栽
・
芝
生
広
場
敷
設
等
の
造
成
を
行
い
ま
し
た
。関
係

の
皆
様
か
ら「
学
園
の
活
発
さ
を
感
じ
さ
せ
る
開
放
的
な
空
間
」等
、高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
箇
所
に
学
園
の
表
札
と
し
て
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
意
匠
は
、「
建
学
の
綱
領
」と
、こ
れ
に
基
づ
く「
経
営
理
念
」を
モ
チ
ー
フ
に
し

て
い
ま
す
。「
経
営
理
念（
F
o
r 

a
l
l 

t
h
e 

s
t
u
d
e
n
t
s
）」を
表
面
の
陶
板
に
、裏

面
に
そ
の
具
現
化
の
決
意
を
刻
み
込
ん
で
い
ま
す
。色
調
は
、至
高
の
精
神
性
を
有
す
る
こ
と
を
願

っ
て
清
爽
な
青
色（
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
）を
基
調
に
、加
え
て
、教
養
と
科
学
技
術
の
知
見
を
培
い
・

深
化
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
重
層
的
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
地
域
社
会
へ

の
貢
献
も
学
園
の
使
命
」と
の
考
え
方
で
、福
岡
の
博
多
織
献
上
柄
を
配
っ
て
い
ま
す
。形
状
は
、学

園
で
の
学
び
・
研
究
を
礎
に
世
界
に
雄
飛
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、扇
形（
す
え
ひ
ろ
）と
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

学
び
続
け
る
こ
と
で
、も
っ
と
人
生
を
豊
か
に

福
岡
工
業
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
地
域
N
O.
1
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
め

ざ
し
、在
学
生
・
卒
業
生
は
も
と
よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た「
F
I
T
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
」を
、春
夏（
4
月
〜
9
月
）と
秋
冬（
10
月
〜
3
月
）の
年
2
回
開
講
し
て
お
り
ま
す
。講
座

は
、本
学
教
員
の
日
頃
の
教
育
・
研
究
の
知
見
を
生
か
し
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る「
F
I
T

講
座
」や
、ビ
ジ
ネ
ス
・
資
格
・
文
化
・
教
養
・
健
康
増
進
関
連
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
講
座
を
幅
広
く
開
講
し
て
い
ま
す
。（
遠
隔
地
で
も
受
講
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
も
あ
り
ま
す
）

人
生
1
0
0
年
時
代
、変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
、卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
お
一
人
お
ひ
と
り

が
今
い
る
場
所
で
未
来
を
見
つ
め
、輝
い
て
い
け
る
よ
う
に
、本
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
座
を
活
用

し
、新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〜
母
校
の「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

福
岡
工
業
大
学 

財
務
部 

管
財
課

課
長 

松
原
　
宏

母
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

詳細確認・お申し込みは
以下のサイトからどうぞ。
https://opencollege.fit.ac.jp/

FIT オープンカレッジ 講座の種類

FIT 講座
本学教員の教育・研究を生かした先進的
あるいは社会の関心が高いテーマに沿って、
わかりやすく紹介します。

ジャンルを問わず1日で学べる講座。
1日の学びが視野を広げ、知識を深める
きっかけになるかもしれません。

様々なジャンルから興味のあることを
半年間じっくりと学ぶことができます。
生活のリズムも整います。

社会人のためのキャリアアップを応援する
講座。情報系、語学系、ビジネス系の講座を
用意しています。

1 日 集中講座

文化教養・
健康増進 講座

資格取得支援講座

職域接種の様子

職域接種会場の様子

検温システムを各所に設置

アクリル間仕切り

即座に接触者を特定できる着席追跡システム

モニュメント（正面）

モニュメント（背面）

全体（日中）

全体（夜間）

エクステンションセンター

学ぶ
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か
つ
て
学
園
の
未
来
を
案
じ
ら
れ
た

第
3
代
理
事
長
伊
藤
慶
次
先
生
の

学
園
発
展
へ
の
情
熱
と
考
察
の
紹
介

一
般
社
団
法
人 

雄
飛
会
　
福
岡
工
業
大
学
同
窓
会
　
事
務
局
長

桑
原 

雅
浩

(

昭
和
58
年
電
気
工
学
科
卒)

■問い合わせ先
福岡工業大学・福岡工業大学短期大学部　入試課
TEL：092-606-0634（直通）　FAX：092-606-7895
e-mail：nyushi@fit.ac.jp ※但し3教科型選抜（社会環境学部）を受験していること。

同窓会会員子弟の
受験料免除について

※

学校推薦型選抜（専願制・併願制）、
スペシャルスキル選抜、専願制総合型選抜（後期）、

3教科型選抜
共通テスト併用型選抜（社会環境学部のみ）
共通テスト利用選抜（前期・中期・後期）
学校推薦型選抜（専願制・併願制）、

自己推薦選抜
一期A・B、二期

共通テスト利用選抜（前期・中期・後期）

30,000円

  5,000円
15,000円（4学科まで）

25,000円

25,000円
10,000円

受験料入 試 区 分

大　

学

短　

大

北 海 道 支 部

関 東 本 部

東 海 本 部

関 西 本 部

鳥取県支部

島根県支部

岡山県支部

広島県東支部

広島県西支部

徳島県支部

香川県支部

愛媛県支部

高知県支部

山口県支部

有松　義勝（71・通信）

滝石　義礼（76・電気）

石田　裕人（79・電子）

大明　孝雄（70・電子）

金川　　純（77・電気）

澤田　　一（74・材料）

名合　憲司（81・通信）

藤井　敏博（74・管理）

藤本　正宏（79・電子）

小畑太一郎（78・電気）

羽坂　敏弘（75・電子）

山地　正博（76・電気）

岩岡　一平（85・材料）

山本　俊平（78・電子）

北海道全域

茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・
神奈川県・山梨県

長野県・岐阜県・静岡県・愛知県・三重県

富山県・石川県・福井県・滋賀県・京都府・大阪府・
兵庫県・奈良県・和歌山県

鳥取県全域

島根県全域

岡山県全域

福山市・尾道市・三原市・府中市・庄原市・
神石郡神石高原町・世羅郡世羅町

広島市・東広島市・呉市・廿日市市・三次市・大竹市・
竹原市・安芸高田市・江田島市・安芸郡府中町・
安芸郡海田町・安芸郡熊野町・安芸郡坂町・豊田郡
大崎上島町・山県郡安芸太田町・山県郡北広島町

徳島県全域

香川県全域

愛媛県全域

高知県全域

山口県全域

沖 縄 県 支 部

佐賀県支部

長崎県支部

大分県支部

熊本県支部

宮崎県支部

鹿児島県支部

福 岡 県
福 岡 支 部

福 岡 県
北 九 州 支 部

福 岡 県
筑 後 支 部

福 岡 県
筑 豊 支 部

小口　幸一（71・電子）

木村　征洋（67・電子）

西山　友幸（71・電気）

出水　貴之（00・情報）

牧瀬亥一郎（69・電子）

松尾　裕幸（72・機械）

柴田　廣樹（73・通信）

中本　龍二（76・通信）

猿渡三喜男（75・機械）

増水　紀勝（67・電子）

又吉　盛秀（75・電子）
（支部長代行）

福岡市・春日市・太宰府市・大野城市・筑紫野市・
糸島市・古賀市・宗像市・福津市・糟屋郡宇美町・
糟屋郡粕屋町・糟屋郡篠栗町・糟屋郡志免町・
糟屋郡久山町・糟屋郡新宮町・糟屋郡須惠町・
那珂川市
北九州市・中間市・行橋市・豊前市・遠賀郡芦屋町・
遠賀郡岡垣町・遠賀郡遠賀町・遠賀郡水巻町・
京都郡苅田町・京都郡みやこ町・築上郡上毛町・
築上郡築上町・築上郡吉富町

久留米市・小郡市・朝倉市・八女市・大牟田市・
柳川市・大川市・筑後市・うきは市・みやま市・
朝倉郡筑前町・朝倉郡東峰村・三井郡大刀洗町・
三潴郡大木町・八女郡広川町

飯塚市・田川市・直方市・嘉麻市・宮若市・
嘉穂郡桂川町・鞍手郡鞍手町・鞍手郡小竹町・
田川郡福智町・田川郡糸田町・田川郡大任町・
田川郡川崎町・田川郡香春町・田川郡添田町・
田川郡赤村

佐賀県全域

長崎県全域

大分県全域

熊本県全域

宮崎県全域

鹿児島県全域

沖縄県全域

■福岡工業大学同窓会（一般社団法人雄飛会）支部一覧 （令和3年12月現在）

　全国に25のブロック・支部が結成され、世代を超えた会員相互の親睦を図る活動をしています。あなたが所属する支部から「支部総会」等の案内が届きましたら、
同窓生を誘って世代を超えた出会いの時間を過してください。  

免除を希望される方は、インターネット出願の入力画面に従って、
同窓会会員の方の情報を入力してください。（卒業年度、卒業学科、続柄等）

福岡県筑後支部総会・懇親会のご案内
令和4年 5月 15日 (日 )　
総　会　15時～16時
懇親会　16時～18時

久留米ホテルエスプリ
福岡県久留米市東町３３９番地
☎0942-31-1300　西鉄久留米駅徒歩２分

注記：
(1)ご出席をキャンセルされる場合は、中野　(携帯　090-1516-1528)までご連絡ください。
(2)福岡県による新型コロナに関する緊急事態宣言又はまん延防止等宣言の発出中は中止致します。
　 尚、総会中止の場合、事業報告・役員改選他を含む決議権は支部役員会に一任させて頂きます。

福岡県筑後支部会員のみなさまへ

日 時 会 場 会 費 ３千円

出欠のご連絡は令和４年４月２５日（月）までに、
卒業年・学科・氏名・住所・電話番号を記入の上、下記のいずれかの方法でご返信ください。
・葉　書：〒839-0801 久留米市宮ノ陣四丁目29-11　久留米ビジネスプラザ501
 　　　　 （株）シーズアース　事務局長　中野　真也　宛
・メール：s-nakano@seeds-earth.com

　

本
文
は
、
平
成
９
年
２
月
１
日
に
伊
藤
慶
次
先
生
が
発
行
さ
れ
た
職
員
研
修
資
料
よ
り
抜
粋
し
掲
載
さ
せ
て

頂
い
た
も
の
で
す
。本
文
は
、伊
藤
慶
次
先
生
が
平
成
９
年
当
時
、学
園
の
将
来
計
画
を
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
日
に
お
い
て
も
そ
の
着
眼
点
は
鋭
く
、
一
理
あ
る
と
思
い
、
当
時
配
布
さ
れ
た
資
料
を
、
私
の
中
だ
け
に
留
め

お
く
こ
と
は
惜
し
い
と
考
え
、
同
窓
会
会
報
雄
飛
28
号
の
投
稿
記
事
の
要
請
を
受
け
て
こ
の
度
、
紹
介
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

【
以
下
抜
粋
記
事
】

激
動
す
る
社
会
は
、百
人
百
様
の
個
性
と
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
持
つ
特
色
、創
造
性
の
育
成
を
教
育
に

求
め
て
い
ま
す
。応
え
る
に
は
先
ず
育
成
す
る
側
の
、

個
性
が
、特
色
が
、創
造
性
が
、前
提
で
す
。そ
の
場

合
何
れ
の
私
学
も
め
ざ
す
方
向
は
、建
学
の
綱
領
へ

の
回
帰
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
学
は
時
を
違
え
、場
を
異
に
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
際
創
設
者
に
よ
っ
て
、建
学
の
理
念
・
目

標
が
、建
学
の
綱
領
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。し

か
し
何
時
か
教
育
の
目
指
す
も
の
が
、エ
リ
ー
ト
官

僚
か
、一
流
の
企
業
へ
の
就
職
、有
名
大
学
へ
の
進
学

と
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、偏
差
値
が
人
間
の
絶
対
唯
一

の
価
値
の
尺
度
と
な
り
ま
し
た
。小
規
模
大
学
で
す

ら
ミ
ニ
国
立
化
で
あ
り
、ミ
ニ
有
名
私
大
化
に
な
り

ま
し
た
。そ
れ
は
、国
公
私
立
を
問
わ
ず
、教
育
の
同

一
化
、画
一
化
へ
の
流
れ
を
生
み
ま
し
た
。

　

少
品
種
、大
量
生
産
時
代
、経
済
の
高
度
成
長
時

代
の
所
産
で
す
。

１ 

建
学
の
綱
領
へ
の
回
帰

（
1
）す
べ
て
は
私
学
と
し
て
位
置
づ
け
が
起
点

何
時
か
、い
ず
れ
の
学
校
法
人
で
も
、建
学
の
綱

領
は
無
用
の
長
物
と
な
り
、忘
れ
ら
れ
ま
し
た
。

学
園
も
ま
た
、そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。あ

る
時
期
の
学
校
案
内
に
は
、建
学
の
綱
領
は
も
ち

ろ
ん
、私
学
と
し
て
の「
学
校
法
人
」の
文
字
も
見

　

現
代
風
へ
の
翻
訳
も
、ア
レ
ン
ジ
も
必
要
と
し
な

い
。そ
の
ま
ま
学
園
の
め
ざ
す
も
の
が
、理
念
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
学
淘
汰
の
季
節
、1
、２
３
６
校（
平
成
８
年
度

全
国
大
学
一
覧
）も
の
大
学（
国
公
私
立
、短
大
、高

専
を
含
む
）が
ひ
し
め
く
な
か
、地
方
の
、中
小
規
模

の
大
学
が
そ
の
存
在
を
主
張
し
、社
会
に
応
え
る
た

め
に
は
、ミ
ニ
国
立
で
も
、有
名
私
大
へ
の
追
随
で
は

3 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
追
求

（
１
）小
粒
で
も
山
椒

①
東
大
、慶
応
で
も
、ラ
サ
ー
ル
に
も
な
い

追
随
で
は
追
い
つ
け
な
い
。ミ
ニ
で
は
、本
場
に
空

席
が
あ
る
時
代
。志
願
者
は
そ
ち
ら
に
逃
げ
ま

す
。と
な
れ
ば
、東
大
、慶
応
に
も
、ラ
サ
ー
ル
に

も
な
い
、学
園
だ
け
の
特
色
造
り
を
目
ざ
す
以
外

に
、21
世
紀
に
生
き
残
る
術
は
な
い
。

　

小
粒
で
も
山
椒
だ
け
が
も
つ
味
、香
り
。数
多

あ
る
大
学
、短
大
、高
校
の
う
ち
、１
校
だ
け
が
持

つ
特
色
。「
ラ
グ
ビ
ー
の
福
工
大
」の
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。あ
る
先
生
は
ア
メ
リ
カ
で
の
学
会
で「
柔

ら
ち
ゃ
ん
の
学
校
で
す
」そ
の
一
言
で
福
工
大
を

理
解
し
て
も
ら
え
た
と
か
。

部
活
に
夢
よ
今
一
度
で
す
。教
育
研
究
部
門
に
も
、

ぜ
ひ
ほ
し
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
す
。

②
一
点
特
色
主
義
へ
の
投
資

右
肩
上
が
り
の
財
政
時
代
は
過
去
の
も
の
で
す
。

平
等
に
パ
イ
を
分
け
合
う
の
で
は
、学
園
と
し
て

の
影
は
薄
れ
、存
在
感
を
主
張
で
き
ま
せ
ん
。併

設
す
る
３
校
の
、学
部
の
、学
科
の
、研
究
室
の
、部

活
の
、そ
の
他
の
、あ
る
部
分
を
特
化
し
ま
す
。そ

こ
に
限
ら
れ
た
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
を
重
点
的
に
投

資
し
ま
す
。学
納
金
が
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
で
は

な
い
。安
い
が
良
い
で
も
無
い
。高
く
て
も
、志
を

も
つ
学
生
生
徒
が
集
ま
る
学
園
を
め
ざ
し
ま
す
。

入
学
人
口
が
２
０
５
万
人
か
ら
急
減
す
る
と
い
え
ど

も
、18
年
後
も
大
学
入
学
人
口
は
１
２
０
万
人
い
ま

す
。社
会
に
応
え
る
魅
力
十
分
の
大
学
な
ら
、そ
の
う

ち
か
ら
学
生
の
確
保
に
困
る
こ
と
は
な
い
は
ず
。福

工
大
に
行
け
ば
こ
れ
が
学
べ
る
か
ら
。あ
の
先
生
が

居
ら
れ
る
か
ら
。福
工
大
に
だ
け
あ
る
教
育
。福
工
大

だ
け
に
育
つ
人
材
。社
会
が
注
目
す
る
学
校
。そ
れ
が

目
ざ
す「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」で
す
。

（
２
）オ
ン
リ
ー
ワ
ン
あ
れ
こ
れ

①
大
学
・
短
大
・
高
校
、３
校
を
併
設
す
る
学
園
を

生
か
し
て
。

②
情
報
系
大
学（
学
部
、学
科
、研
究
室
）と
し
て
。

③
実
学
＋
教
養
の
短
大
と
し
て
。

④
落
ち
こ
ぼ
れ
の
無
い
、附
属
高
校
と
し
て
。

⑤
夢
よ
も
う
一
度
の
部
活
を
。

⑥
そ
の
他
、等
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

２ 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
へ
の
道
、建
学
の
綱
領
の
具
現

一
つ
は「
不
易
な
る
も
の
」の
追
求
。い
ま
一
つ
は
、流
動

し
て
止
ま
ぬ
社
会
へ
の「
変
化
」へ
の
絶
え
ざ
る
対
応
。

こ
の
二
つ
を
伝
統
と
し
て
培
う
。前
者
は「
人
間
、こ

こ
ろ
」精
神
文
化
の
追
求
。後
者
は「
知
識
、技
術
」の

賦
与
。こ
の
二
つ
を
備
え
た
人
財
の
育
成
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

（
１
）「
不
易
」な
る
も
の
の
追
求

①
教
養
の
啓
培

建
学
の
綱
領
は「
学
徒
の
品
性
を
陶
冶
し
真
の
国

民
と
し
て
の
教
養
を
啓
培
す
る
」こ
と
を
、冒
頭

に
掲
げ
て
い
ま
す
。教
育
基
本
法
は
、教
育
の
目

的
と
し
て「
教
育
は
人
格
の
完
成
を
目
指
し
」と

明
示
し
て
い
ま
す
。

人
た
る
に
相
応
し
い
品
性
、人
格
。こ
れ
ら
は
何

れ
も
、古
今
を
通
し
、東
西
に
も
と
ら
ず
常
に
人

類
が
め
ざ
す
も
の
、そ
れ
で
い
て
完
成
し
、到
達

す
る
こ
と
の
な
い
、無
限
の
価
値
で
す
。何
時
か

教
育
の
場
に
、徳
育
、人
間
性
が
忘
れ
ら
れ
、知
識

と
技
術
の
賦
与
が
す
べ
て
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
は
い
ま
、物
質
文
化
の
急
激
な
発
展
が
地
球

の
環
境
が
忘
れ
ら
れ
、知
識
と
技
術
の
賦
与
が
す

べ
て
に
な
り
ま
し
た
。世
界
は
い
ま
、物
質
文
化
の

急
激
な
発
展
が
地
球
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
こ
と

に
気
づ
き
は
じ
め
ま
し
た
。

物
か
ら
人
へ
の
回
帰
が
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。教

育
の
周
辺
で
も
、い
じ
め
や
暴
力
の
な
い
、い
た

わ
り
、思
い
や
り
、相
手
の
痛
み
が
理
解
で
き
る

人
間
の
育
成
が
期
待
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

人
が
人
と
し
て
必
要
な
教
養
の
啓
培
で
す
。

②
啓
培
す
る
側
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
人
間
性

「
学
徒
の
品
性
を
陶
冶
す
る
」た
め
に
は
、「
啓
培
」

す
る
側
の
人
間
性
こ
そ
求
め
ら
る
べ
き
で
す
。人

間
性
を
求
め
て
の
日
常
的
な
交
流
が
欠
か
せ
な

い
は
ず
で
す
。

学
園
内
に
あ
る
人
間
関
係
の
亀
裂
。体
罰
の
名
で

行
わ
れ
る
暴
力
。相
次
ぐ
大
学
教
員
の
事
故
死
。

ガ
ン
末
期
の
教
員
を
選
挙
に
担
ぎ
込
ん
だ
事
例
。

暁
に
及
ぶ
団
交
の
内
側
で
行
わ
れ
て
い
た
、人
間

否
定
の
行
為
。そ
れ
ら
は
目
的
の
た
め
に
手
段
を

選
ば
ぬ
、教
育
と
は
無
縁
の
人
間
と
し
て
も
、教

育
機
関
に
あ
る
者
な
ら
な
お
さ
ら
、あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。「
め
ざ
す
側
の
」人
間
性
の
回

復
こ
そ
、学
園
の
教
育
改
革
の
、最
初
に
し
て
最

大
の
命
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
２
）変
化
す
る
も
の
へ
の
対
応
。

建
学
の
綱
領
は
い
う
。「
宇
宙
の
真
理
を
探
究
し

こ
れ
を
実
生
活
に
応
用
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
」

急
激
な
技
術
革
新
の
時
代
に
耐
え
る
知
識
技
術

の
賦
与
。賦
与
す
る
た
め
の
絶
え
ざ
る
、よ
り
高

度
の
教
育
研
究
の
蓄
積（
注
１.,
大
学
審
は
世
界

レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
を
求
め
て
い
ま
す
。）高
い
教

育
研
究
を
担
保
す
る
に
足
る
十
分
な
施
設
設
備

の
整
備
へ
の
経
営
努
力
。学
校
法
人
の
経
営
形
態

は
、利
益
追
求
の
営
利
法
人
に
似
て
い
ま
す
。し

か
し
、学
校
は
公
益
法
人
で
す
。財
政
的
な
余
力

は
総
て
、学
生
生
徒
へ
の
投
資
に
向
け
ら
れ
ま
す
。

（
３
）国
際
化
へ
の
貢
献

建
学
の
綱
領
は
３
項
目
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
人
類
至
高
の
精
神
、
自
由
平
和
親
愛
を
基
調
と

し
て
、世
界
に
雄
飛
す
る
人
材
を
育
成
す
る
」
と
。

ア
メ
リ
カ
が
風
邪
を
ひ
く
と
、
日
本
が
咳
を
す

る
と
い
わ
れ
た
の
は
遠
い
日
の
こ
と
で
す
。
政

治
も
経
済
も
人
間
の
価
値
観
で
さ
え
、
地
球
を

軸
に
同
時
に
回
転
し
て
い
ま
す
。
実
態
は
す
で

に
国
際
化
と
い
う
言
葉
す
ら
陳
腐
に
聞
こ
え
る

昨
今
で
す
。
留
学
生
対
策
、
姉
妹
校
問
題
等
々
、

ま
だ
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。
腰
を
据

え
た
、
足
の
地
に
着
い
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　福岡工業大学および福岡工業大学短期大学部の
同窓会会員（在学生を含む）の子供、兄弟姉妹が本学の
入学試験を受験される場合は、
すべての受験料が免除の対象になります。

え
ま
せ
ん
。そ
れ
は
私
学
と
し
て
の
個
性
の
放
棄

で
あ
り
、私
学
人
と
し
て
の
自
負
の
喪
失
す
ら
意

味
し
ま
し
た
。建
学
の
綱
領
へ
の
回
帰
は
、個
性
、

特
色
あ
る
学
園
へ
の
復
帰
で
す
。私
学
と
し
て
の

確
固
た
る
位
置
づ
け
で
も
あ
り
ま
す
。私
学
と
し

て
の
学
園
の
行
動
の
起
点
で
す
。

（
2
）私
学
の
個
性
、特
色
の
創
出

そ
れ
ぞ
れ
の
私
学
が
、そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
建
学
の

綱
領
の
具
現
化
を
推
進
す
る
と
き
、私
学
の
そ
れ

ぞ
れ
が
個
性
と
特
色
を
も
ち
、多
様
化
し
、ひ
い

て
は
社
会
が
要
求
す
る
、個
性
、多
様
化
の
育
成

が
自
ら
果
た
せ
る
筈
で
す
。

（
3
）特
色
あ
る
学
園
の「
建
学
の
綱
領
」

学
園
の「
建
学
の
綱
領
」は
、敗
戦
処
理
、未
だ
し

の
中
、百
年
先
を
見
通
し
た
創
設
者
の
先
見
の

明
が
、目
指
す
教
育
理
念
・
目
標
と
し
て
高
く
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
建
学
の
綱
領
」

一
．学
徒
の
品
性
を
陶
冶
し
真
の
国
民
と
し
て
の
教
養
を
啓
培
す
る

二
．宇
宙
の
真
理
を
探
究
し
こ
れ
を
実
生
活
に
応
用
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

三
．人
類
の
至
高
の
精
神
、自
由
平
和
親
愛
を
基
調
と
し
て
世
界
に
雄
飛
す
る
人
材
を
育
成
す
る

淘
汰
さ
れ
ま
す
。と
な
れ
ば
、福
岡
工
大
こ
こ
に
あ

り
の
、ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
無
理
。「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」を

目
指
す
以
外
に
道
は
な
い
筈
で
す
。

記

学 園 の 歴 史 探 訪

～学園･温故知新 其の一～
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編集後記

 （令和3年６月～ ）令和3年度 代議員一覧
会 　 長

副 会 長

事 務 局 長

事務局次長

理 　 事

理 　 事

理 　 事

監 　 事

監 　 事

福 岡 支 部

福 岡 支 部

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 支 部

筑 後 支 部

福 岡 支 部

福 岡 県

福 岡 県

関 東 ブ ロ ッ ク

関 東 ブ ロ ッ ク

東 海 ブ ロ ッ ク

関 西 ブ ロ ッ ク

関 西 ブ ロ ッ ク

中 国 ブ ロ ッ ク

四 国 ブ ロ ッ ク

福 岡 支 部

福 岡 支 部

北 九 州 支 部

筑 豊 支 部

長 崎・佐 賀・大 分

熊本・宮崎・鹿児島

沖 縄 県 支 部

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

企画・広報部

組織支援部

組織支援部

学生支援部

組織支援部

企画・広報部

学生支援部

役　　職氏　　名 選出地域専門部卒年科

相 談 役

小 栁 　 辰 生

米 倉 　 和 實

桑 原 　 雅 浩

本 行 　 義 洋

田 中 　 睦 教

外 山 　 吉 計

楠 本 　 總 幸

齋 藤 　 文 親

松 尾 　 正 博

滝 石 　 義 礼

石 黒 　 佳 一 郎

石 田 　 裕 人

大 明 　 孝 雄

川 谷 　 伸 一

藤 本 　 正 宏

岩 岡 　 一 平

小 口 　 幸 一

萩 田 　 寛 司

小 柳 　 礼 二 郎

出 水 　 貴 之

柴 田 　 廣 樹

増 水 　 紀 勝

又 吉 　 盛 秀

橘      豊 文

松 尾 　 一 壽

小 松 　 時 浩

藤 野 　 和 美

笹 原 　 文 仁

矢 羽 田 誠 一

倉 光 　 真 紀

百 原 　 武 敏

7 0 電 子

7 0 電 子

8 3 電 気

8 4 通 信

6 6 電 子

7 1 通 信

7 1 通 信

6 7 電 子

6 9 電 子

7 6 電 気

7 2 通 信

7 9 電 子

7 0 電 子

9 0 機 械

7 9 電 子

8 5 材 料

7 1 電 子

7 2 電 子

7 4 電 子

0 0 情 報

7 3 通 信

6 7 電 子

7 5 電 子

6 9 電 子

7 1 電 子

8 6 管 理

9 2 電 気

0 7 通 信

6 9 短 大

9 2 短 大

6 7 電 子

財務部兼
FITMUSEUM事業部

決算・予算報告

会費

雑収入

前年度預り金

当年度預り金

年度収入合計

前年度繰越金

収　入　合　計

22,720,000

17,382

△2,790

2,490

22,737,082

94,624,887

117,361,969

大会費

理事会費

企画・広報費

組織支援費

学生支援費

FIT Museum事業費

事務局費

特別記念事業費

予備費

年度支出合計

次年度繰越金

支　出　合　計

1,942,466

234,050

4,048,289

3,125,970

9,000,000

3,727,635

4,802,234

100,000

50,000

27,030,644

90,331,325

117,361,969

令和2年度収支計算書（R2.4.1～R3.3.31）

収入の部 支出の部

令和2年度決算 単位：円

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

現金

普通預貯金

定期預貯金

合　　　　計

210,576

22,820,749

67,300,000

90,331,325

預り金

前期繰越正味財産

　任意積立金

　特別記念事業費積立金

当期正味財産増減額

合　　　　計

2,490

94,622,397

86,524,235

8,098,162

△4,293,562

90,331,325

令和2年度貸借対照表（R3.3.31現在）

資産の部 繰越金の部

単位：円

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

現金・普通預貯金

定期預貯金

合　　　　計

27,324,887

67,300,000

94,624,887

△4,293,562

0

△4,293,562

23,031,325

67,300,000

90,331,325

期中増減額（R2.4.1～R3.3.31） 単位：円

区　　　　分 R2.4.1現在 期中の増減 R3.3.31現在

会費

雑収入

R2年度預り金

R3年度預り金

年度収入合計

前年度繰越金

収　入　合　計

20,560,000

9,000

△2,490

2,490

20,569,000

90,331,325

110,900,325

大会費

理事会費

企画・広報費

組織支援費

学生支援費

FIT Museum事業費

事務局費

特別記念事業費

予備費

年度支出合計

次年度繰越金

支　出　合　計

0

370,000

972,000

2,490,000

2,400,000

3,700,000

5,211,000

0

1,000,000

16,143,000

94,757,325

110,900,325

令和3年度収支予算（R3.4.1～R4.3.31） 

収入の部 支出の部

令和3年度予算 単位：円

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

１
．募
金
・
名
簿
な
ど
の
勧
誘
に
つ
い
て

　

民
間
の
広
告
会
社
よ
り「
大
学
・
同
窓
会
の
新
聞
広

告
を
掲
載
し
た
い
の
で
寄
付
し
て
欲
し
い
」と
い
う
趣

旨
の
電
話
に
よ
る
勧
誘
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、そ

の
金
額
も
２
万
円
前
後
と
高
額
の
よ
う
で
す
。ま
た
、民

間
の
出
版
社
よ
り「
福
岡
工
業
大
学
総
合
名
鑑
を
発
行

す
る
の
で
、あ
な
た
の
情
報
を
提
供
し
て
欲
し
い
」と
い

う
勧
誘
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。同
窓
会
で
は
寄

付
や
名
簿
に
関
す
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、理
事
会

お
よ
び
社
員
総
会
の
決
議
を
経
て
責
任
の
所
在
を
明

確
に
し
て
、必
ず
文
書
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、

右
記
の
よ
う
な
勧
誘
に
対
し
て
は
、同
窓
会
本
部
で
は

何
ら
関
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
願
い
ま
す
。

２
．異
動
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
流
会
案
内
な
ど
が
皆
様
の
手
元
に
確
実
に
届
く

た
め
に
、正
し
い
住
所
の
把
握
が
必
要
で
す
。皆
様
の
住

所
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
の
変
更
や
改
姓
な
ど
に
よ
り

異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
同
窓
会
に
も
ご
連
絡
く

だ
さ
る
と
幸
い
で
す
。異
動
の
ご
連
絡
は
、同
窓
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.fit.ac.jp/d

o
uso
ukai/

）

の『
住
所
変
更
の
ペ
ー
ジ
』か
ら
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す

が
、電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
葉
書
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

３
．会
報「
雄
飛
」へ
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。会
員
の
近
況
・
就
職
支
援
情
報
、会
報

「
雄
飛
」に
関
す
る
感
想
、そ
の
他
ご
質
問
・
ご
要
望
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、ど
し
ど
し
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

4
．定
款
の
変
更
に
つ
い
て

　

一
般
社
団
法
人
雄
飛
会
定
款
を
変
更
し
ま
し
た
。改

定
後
の
定
款
に
つ
き
ま
し
て
は
、雄
飛
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】

一
般
社
団
法
人　

雄
飛
会（
福
岡
工
業
大
学
同
窓
会
）事
務
局

〒
8
1
1
ー
0
2
9
5　

福
岡
市
東
区
和
白
東
3
ー
3
0
ー
1

T
E
L　

0
9
2
ー
6
0
8
ー
5
9
8
2（
直
通
）

F
A
X　

0
9
2
ー
6
0
8
ー
5
9
8
2

e
ー
m
ail　

do
uso
ukai@

fit.ac.jp
事
務
局
よ
り

訃　報

宮 城　洋 一　様 （1975年通信卒）
長年にわたり、同窓会代議員及び沖縄県支部長を務めて戴きました
宮城洋一様が令和3年9月に逝去されました。
謹んで哀悼の意を表すと共に心からご冥福をお祈り申しあげます。
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